
補助資料 
〇本研究で使用した生成ＡＩについて 
 本研究では「Google Gemini」を使用しています。 

 

〇検証授業で実際に使ったプロンプトについて 
 以下に１年目 国語 「三年とうげ」、２年目 国語 「一つの花」の授業で使用したプロン 

プトを各１時間分を載せています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１００～１３０字程度で３パターン生成（理由が明確かを自分の文章と比較・吟味） 

１年目の検証授業で実際に使ったプロンプト 
（国語「三年とうげ」：生成ＡＩ活用２～４時間目のうちの２時間目） 

教科書の文章をデジタルで取り
込むには、スキャンして PDF にす
る方法のほか、写真に撮って、
JPEG 画像として読み込ませるこ
とも可能です。１年目は、word で
打ち込んだ文章を貼り付けまし
た。 

適切な文章を生成させるために、
条件（学年、「何を」「どのように」
生成すればよいか、文字数、種類）
を設定。 



 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教科書のどの部分を参照するか

を指定。 

会話のように応答するので、最後

にどのようにまとめるかを指定。 

児童の考えを整理して入力。 

（ここは任意です。） 

黒線より上は事前に入力 

今回は実施しませんでしたが、３点リーダ

ーをクリックすると、回答を音声で読み上

げさせることも可能です。 

２年目の検証授業で実際に使ったプロンプト 
（国語「一つの花」：生成ＡＩ活用３～５時間目のうちの４時間目） 

なりきってほしい人物を設定。 

（ペルソナ） 

今回は、場面分けを指定し、参照

する部分を明確にするため、自分

で打ち直しました。 

教科書の文章をデジタルで取り
込むには、スキャンして PDF にす
る方法のほか、写真に撮って、
JPEG 画像として読み込ませるこ
とも可能です。２年目は、word で
打ち込んだ文章を読み込ませま
した。 


